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看護部コラム　
感染性胃腸炎への対応

※滋賀県ホームページ　感染症情報より抜粋

【症状】

食中毒予防の 3原則

●食中毒になる菌を「つけない・増やさない・やっつける」

もし、一緒に暮らしている家族が感染したら・・・

厚生労働省が推奨している食中毒予防の 6つのポイント

菌をつけない

菌をつけない

菌をつけない

菌をつけない・やっつける

菌をつけない・増やさない 菌をつけない・増やさない・やっつける

実は、食中毒を含む感染性胃腸炎は、
１年を通して見られます。

ただし、原因となる菌は季節によって
異なるのが特徴です。

冬に流行するのは、ウェルシュ菌や
ノロウイルス等が多いとされています。

感染対策管理室　
感染管理特定認定看護師　宇野　友美

【ノロウイルスの特徴】 【ウェルシュ菌の特徴】
潜伏期間 ： 24～48時間
特         徴 ： ごく少量で感染する、非常に強い感染力
　　　　　人の腸管内で繁殖する
　　　　 牡蠣などの二枚貝を食べて感染

　　　　　 ノロウイルスに感染した人から感染する

潜伏期間 ： 6～18時間
特         徴 ： 熱に強い

（温めなおす時に加熱しても菌が減らない）
カレーやシチューを作った時に発生するこ
とが多く、冷蔵庫に入れるまでに余熱をさ
ましている間に菌が増殖する

《上記の症状のために、水分もとれない場合は、脱水になる危険があるため要注意です！》

①石鹸を使った手洗いの回数を増やしましょう！
　　　調理の前・食事の前・トイレの後は必須です。

②家族みんながよく触るところの拭き掃除を 1日 1回以上行いましょう！
　　　ドアノブやリモコン、トイレなど、みんながよく触れる場所がポイントです。

③吐いたものを片付ける場合、半径 2mくらいを薄めた次亜塩素酸ナトリウムに浸したもので拭きましょう！
　　　1mくらいの高さから吐いた場合、2mくらいは飛び散ると言われています（壁につく可能性もあります）
　　　ノロウイルスは吐いたものが少し残っていた場合、それが乾燥して舞ったウイルスを吸い込んでも
　　　感染する可能性があります。
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放射線科コラム
ＣＴ装置の更新

検査科コラム
「睡眠時無呼吸症候群」知っていますか？

新しい CT装置は、次世代画像再構成技術が搭載されており、ディープラー
ニングを用いることで被ばく線量の低減を実現しながらも低ノイズで高
精細な画像が得られます。
さらに、検査時においても AI と自動化技術が導入されており、自動位置
決めによって様々な体格の患者様を最適なポジショニングで検査が可能
となり、撮影時では撮影範囲の調整や線量、画質の最適化によってより
患者様にとって負担の少ない検査ができるようになりました。

特に、心臓 CT 検査においては、高精度の検出器と高速撮影によって心臓
の拍動の影響を受けずに検査ができるため、高心拍な患者様に対しても
安定した画像が得られるようになりました。
放射線科一同、新しくなった装置の機能を最大限に活用し、患者様に安
心して検査を受けていただき、診断に役立つ検査となるよう鋭意努めて
参りますので、よろしくお願いします。

眠っている間に呼吸が断続的に止まったり・弱くなる病気です
多くの場合は、のどの奥の気道が狭くなることで起こります
放置すると、日中の眠気・集中力の低下・高血圧・心疾患のリスクが高まります

どんな病気？

どんな人が睡眠時無呼吸症候群になりやすい？

こんな症状ありませんか？

・肥満気味な方
・鼻詰まりが慢性的にある方（アレルギー性鼻炎等）
・お酒を飲むことが多い方
・仰向けで寝ることが多い方
  ＊上記の他にも様々な原因で起こる病気です◎

☑

 いびきをかく、または、大きいと言われる
☑

 睡眠中に息が止まっていると言われる
☑

 朝起きても疲れが取れない
☑

 夜中に何度も目が覚める
☑

 朝の血圧が高い
   ＊１つでも当てはまれば一度検査をおすすめします◎

上記の項目にてどのくらい呼吸が止まっているか、
また、その程度について知ることができます。
＊装着方法はスタッフが丁寧に説明しますのでご安心ください◎

睡眠時無呼吸症候群は「眠りの質」だけではなく「健康寿命」に直結する病気です。
自分で気付きにくい病気だからこそ「いびきが気になる」「昼間眠い」など
小さなきっかけでも構いません。気になる症状があればお気軽に相談ください♪

当院では 簡易PSGという検査があり
検査機器を貸し出し自宅で「睡眠中の呼吸チェック」をすることができます

・呼吸が止まっている、または弱い
・血中の酸素濃度が低下していないかどうか？
・いびきをかいているか？　
・どんな体勢で寝ているか？

この度、2025 年 12 月より、
GE ヘルスケア社製
全身用Ｘ線 CT 診断装置
(Revolution Vibe) に更新致しました︕
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